
核不拡散・核セキュリティ分野は、学んだ知識を幅広く活用・応用できる分野である一方、
その重要性や魅力が学生に十分に伝わっていないことから、学生が将来のキャリアパスをイ
メージできるような工夫が必要。
⇒ 「核不拡散・核セキュリティ分野における人材育成の取組みの整理・精微化」
を実施してはどうか。

事務局
からの
提案

核不拡散・核セキュリティ分野における
人材育成についての議題提案

資料２-２

科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会
原子力科学技術委員会

核不拡散・核セキュリティ作業部会
（第19回）
R3.7.19

（a）核不拡散・核セキュリティ分野における人材育成の実態の把握

（ｂ）ヒアリングを通じ、人材の供給元と供給先について整理を行い、
キャリアパスの見える化を実施

核不拡散・核セキュリティ分野における人材を階層別に分類し、それぞれの階層において
必要となる知識・技術やキャリアパスの具体例等について、ヒアリングを実施する。

どこから人を集めてきて、どのような人材育成を行い、その結果、どのような人材がどこに供給
されているのかをマップのような形で整理し、本分野のキャリアパスを具体化・視覚化する。

〇 具体的には以下の２ステップを検討



核不拡散・核セキュリティ分野における人材の階層(案)


